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 習志野市選挙管理委員会では、平成２７年度より出前授業による主権者教育を 

市内高等学校及び近隣特別支援学校高等部などで展開しています。 

 このたび千葉県立実籾高等学校が標記研究の実践校として、文部科学省から 

指定されたことに伴い、以下のプログラムを組み込んだ新たな授業を実施します。 

 

 選挙事務の実践 

 ・事前研修を経て、生徒が投票事務に従事する。 

 ・主に投票用紙交付係を担当し、現２年生及び 1年生を対象に希望者は 

  すべて受け入れ、全投票所に配属する。 

 ・従事は、来年度執行予定の千葉県議会議員一般選挙、 

  習志野市長・市議会議員一般選挙及び参議院議員通常選挙の 

  期日前及び当日投票とする。 

 

 そこで本実践の一環として、次のとおり出前授業を実施します。 

 なお、本件につきましては、１月２５日付けで千葉県教育委員会から 

報道リリースされています。（別紙参照） 

 

 日時 平成３１年１月２９日（火）午後 1時２０分～午後３時１０分 

 場所 千葉県立実籾高等学校 

 内容 １ 選挙に係る課題研究及び「選挙事務実践」について（学校職員） 

     ２ 講義「“選挙”を考える」 

       （明治大学特任教授 総務省 主権者教育アドバイザー 藤 井   剛） 

     ３ 講義「主権者となる皆さんへ」 

       （習志野市選挙管理委員会事務局長 上 野   久） 

 

問合せ先  

選挙管理委員会事務局 

担当：上  野    久（局長） 

電話 047-453-9215（直通） 

実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究 

千葉県立実籾高等学校における主権者教育 

報道関係者各位 



平成３０年度 県立実籾高等学校における主権者教育について 

 

      平 成 ３ １ 年 １ 月 ２ ５ 日 

      千 葉 県 立 実 籾 高 等 学 校 

      電話 ０４７－４７９－１１４４ 

          

本校は、千葉県教育委員会から文部科学省の「実社会との接点を重視した課題解決型学習  

プログラムに係る実践研究」の実践校に指定され、「主権者教育」「消費者教育」「世の中を知る」

の３つをテーマに掲げ、外部機関と連携し地域の課題解決を主体的に担う力を育む学習   

プログラムの開発に取り組んでいます。 

また、今年は統一地方選挙や参議院議員通常選挙の執行が予定されています。そこで、テーマ

の１つである「主権者教育」の一環として、習志野市選挙管理委員会や大学と連携し、生徒が 

期日前投票及び当日投票事務に従事する「選挙事務実践」を実施します。 

 

１ 日  時  平成３１年１月２９日（火） 午後１時２０分～午後３時１０分  

２ 対  象  第２学年生徒 ３５９名 

３ 会  場  千葉県立実籾高等学校 体育館 （千葉県習志野市実籾本郷２２－１） 

４  内  容 

「選挙事務実践」の導入として、次のとおり実施します。なお、第２学年生徒は、すでに 

 消費者教育の一環として千葉西税務署の出前授業において、税の視点からも選挙について学習 

しています。 

（１）選挙に係る課題研究及び「選挙事務実践」について （本校職員） 

（２）講義「“選挙”を考える」 

（明治大学特任教授 総務省 主権者教育アドバイザー 藤井 剛 氏） 

（３）講義「主権者となる皆さんへ」 （習志野市選挙管理委員会事務局長 上野 久 氏） 

ア 投票の仕方について（解説とデモンストレーション） 

イ 選挙に際しての留意事項等について（クイズ形式「主権者になったら」） 

５ そ の 他 

（１）「選挙事務実践」の全体計画・活動内容は別紙を御参照ください。 

（２）当日、取材に来ていただける場合は、上記連絡先（窓口：教頭）までお問合せください。 



【学校の概要】 

・創  立  昭和５８年 ４月 １日（創立３６年目） 

・校  長  植草 茂生 

・課  程  全日制 

・設置学科  普通科 ２７クラス（各学年 ９クラス） 

・生 徒 数  １，０７５名（男子 ５０２名、女子 ５７３名） 

 

【会場案内図】 

 会場  千葉県立実籾高等学校 

     京成実籾駅から徒歩１２分 

ＪＲ幕張本郷駅より京成バス「ＪＲ津田沼駅」行乗車 「保健所」下車（約１０分） 

新京成新津田沼駅北口より習志野市ハッピーバス「東部保健福祉センター」行乗車 

「実籾高校前」下車（約１５分）徒歩１分 

    

 

 

 



実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究 

主権者教育「選挙事務実践」 

 

（連 携 先） 明治大学、習志野市選挙管理委員会 

（対  象） ２学年生徒   ※選挙事務実践（❸）は１学年希望者も対象とする。 

（実施計画） 

統一地方選挙（千葉県議会議員一般選挙、習志野市長及び市議会議員一般選挙）、参議院議員

通常選挙の執行が予定されており、習志野市選挙管理委員会と連携し、生徒が期日前投票及び

当日投票事務に従事する。 

活動名 日 時 場 所 内 容 

❶選挙とは 

（出前講座） 

１/２９(火) 

５、６限 

本校体育館 

※２年全員対象 

①「選挙に係る課題研究及び選挙事務 

実践について」 （本校職員） 

②「“選挙”を考える」 

（明治大学特任教授 藤井剛氏） 

③「主権者となる皆さんへ」 

（習志野市選挙管理委員会） 

❷選挙に係る 

課題研究Ⅰ 

 

放課後 

長期休業中 

    等 

本校教室 

※２年希望者 

選挙に係る課題研究 

（課題設定、情報収集） 

〔例〕「どうしたら若者が投票所に行くのか」 

「外国の選挙との比較」 

「インターネット投票の問題点」等 

❸選挙に係る 

課題研究Ⅱ 

【選挙事務実践】 

３月 

 

本校教室 

習志野市役所等 

※２年希望者 

①選挙事務実践事前研修 

②選挙事務実践 

選挙事務は、投票事務のうち「投票用紙交付係」 

の従事を予定しています。 

（習志野市選挙管理委員会） 

❹選挙に係る 

課題研究Ⅲ 

４～５月 本校教室等 

※新３年希望者 

選挙に係る課題研究 

（整理・分析、まとめる、表現する） 
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